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論説

「保護・尊重・救済フレームワークJに関する一考察
一一企業の自発性の尊重か、
法的その他の規制の強化か一一 麗滞大学教授梅田 徹

国連平和維持軍請求委員会の史的一考察
一ーその創成期における実践を手掛かりとして一一 筑波大学准教授吉 田 {府 30 

国際仲裁と国家法秩序の関係 神戸大学教授中野俊一郎 53 

「国家建設Jモデルの再考序論
一一ソマリア沖海賊問題と
「ソマリア国家」の事例から一一 神戸学院大学准教授杉木明子 76 

紹 介

申 恵宇著『人権条約の現代的展開j 宇都宮大学教授今井 直 101

村瀬信也編 f国連安保理の機能変化j 専修大学教授森川幸一 106

田村精一著『国際私法及び親族法j 関西学院大学教授岡野祐子 111

松浦博司著 f国連安全保障理事会j 敬愛大学教授庄司真理子 116

大竹弘二著 f正戦と内戦
カール・シュミットの国際秩序思想j 関西大学法学部准教授西 平等 121
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論説

国際法上の海賊 (PiracyJ ure Gentium) 
一一国連海洋法条約における
海賊行為概念の妥当性と限界一一 法政大学教授森田章夫

宇宙の探査・利用をめぐる「国家責任」の課題
一一一コスモス 2251とイリジウム 33の
衝突事故を題材として一一 慶膳義塾大学教授青木節子 25

域外行為に対する刑事管轄権行使の国際法上の位置つ.け
一一重大な人権侵害に関する分野の
普遍管轄権行使を中心に一一 岡山大学准教授竹内真理 50

資料

国際法協会アジア太平洋地域会議報告 78 

紹介

大沼保昭先生記念論文集

『国際法学の地平一一歴史、理論、実証j 立命館大学教授薬師寺公夫 80 

村瀬信也=鶴岡公二編 f変革期の国際法委員会一一山田中正大使傘寿記念j
東京大学教授岩沢雄司 88 

栗林忠男・杉原高嶺編 f日本における海洋法の主要課題j
コベンハーゲン大学准教授田 中 嘉文 94 

須網隆夫・道垣内正人編 f国際ビジネスと法j 同志社大学教授高杉 直 101

Teruo Komori & Karel Wellens (edsよPublicInterest Rules olInternational 
lA.w: Towa1iゐ王百fectiveImplementation 神戸大学准教授林 美香 106

Y oshifumi Tanaka， A Dual Approach 10 Oceall Govemallce: The 仏seso[ゐllalalld 
11ltegrated Mallagemellt ill ltltematiotlalμW o[ the Sea中部大学准教授加々美康彦 112

Hitomi Takemura， lnterηatiollal Humall Rights 10 COtlscielltious Objectioll to Military Service and 
llldividual Duties to DisobηMalli[eslly lllegal OrdeT古防衛大学校准教授佐藤宏美 118
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嗣説

化学兵器の使用禁止に関する規範の位相
一一国際刑事裁判所<ICC)規程の
改正を契機として一一 青山学院大学准教授阿部達也

特集 f北極をめぐる法と政治一ーその現代的課題一一j
北極における領有・境界問題の展開
一一陸地と大陸棚を中心に一一 福岡女子大学准教授深町朋子 27

北極における国際政治
一一グローパル・ガパナンス、下位地域協力、
国家間政治の交差の中で一一 津田塾大学教授大島美穂 49

研究ノート

北極をめぐる現代的問題の状況 外務省国際法局海洋室長加藤喜久子 71 

資料

解説・日本の国際法判例 (6) r日本の国際法判例J研究会(第2期) 95 
国際関係法教育検討委員会(第2期)報告書 140 
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森大輔著 fゲーム理論で読み解く国際法:
国際慣習法の機能j 上智大学名替教授庚瀬和 子 145

松井芳郎著 f国際環境法の基本原則j 上智大学教授磯崎博司 151
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Hiroko Yamane， 11lterpreting TRIPS: Globalisation olIntellectual 
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79 国際法委員会研究会

国際立法の最前線j
南山大学教授
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152 泉回岡
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